
●【パネリスト】 
① 「労働相談から組合結成へ」 

永桶 憲一 氏 

（JMITU 西部地域支部 書記長） 

② 「新型コロナ感染から住民を守る」 

齊藤 富士子 氏 

（浜松医療センター労組 委員長） 

●コーディネータ：中澤 秀一 氏 

（静岡県立大学短期大学部 准教授） 

･日時：4 月 23 日（土） 

午後 1時 30 分～4時 30 分 

･場所：オンライン（ZOOM） 及び 

  あざれあ 第 3会議室 
    静岡市駿河区馬渕 1丁目 17-1 

 TEL 054-255-8440 

（静岡駅北口から西へ徒歩 8分） 

･会費：無料 
(ZOOM 参加の方は 4月 21 日までに 

下記メールに連絡ください)  

E-mail: roudouadv@wave.wbs.ne.jp 

主催：静岡県労働研究所   

 

 

新型コロナ後の 
労働組合運動を展望する 

― 労 働 組 合 の 社 会 的 影 響 力 を
どう強化するか― 

【基調報告】：黒澤 幸一 氏 
              （全国労働組合総連合（全労連）事務局長） 

※連絡先 〒420-0851 静岡市葵区黒金町 55 番地 静岡交通ビル 3階（静岡県評内） 

静岡県労働研究所   TEL 054-287-1293   FAX 054-286-7973 
E-mail: roudouadv@wave.wbs.ne.jp  HP http://shizuokarouken.sakura.ne.jp/index.html 

 

誰でも参加できます 静岡県労働研究所「春のシンポジウム」 

 

◆第 167 回定例研究会 

日時：5月 19 日（木）午後 6:30～  

場所：国労会館会議室＆ZOOM 

題名：「若者の社会に対する意識と現地点」

   中澤秀一氏 

新型コロナによる感染が広がること

により、非正規・未組織労働者を中心

に被害が広がっています。雇い止め、

シフト減、解雇、ハラスメント、生活

苦等の広がりに対して、労働相談で解

決できるのは氷山の一角であり、労働

組合として従来の運動のあり方からの

転換が求められています。地域での活

動家の養成、SNS による問題点の発信

等も含め、全労働者のための運動（社

会的賃金闘争、雇用確保、ハラスメン

ト対策等）により社会への影響力を強

化する方策について検討します。 

これからの企画 


